
1 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

乳がん罹患者が増えています。女性部位別がん罹患数は 2017 年より第 1 位となり，2020 年以降

には女性の 9 人に 1 人の罹患率となりました。ほぼ女性のみの疾患であるにも関わらず、当院の外

科が扱う悪性疾患では大腸がんに次ぐ治療数となっています。乳がんの治療成績は向上しており、

2025 年の乳がん取り扱い規約より早期がんの定義がステージ 0 からⅢA までとなりました。転移のあ

るⅣ期がんであっても 5 年生存率が 40％前後となり、5 年以上生存されている方もおられます。 

早期乳がんは手術療法・薬物治療・放射線治療の組み合わせで行われ、再発進行がんは薬物治

療が中心となります。早期がんの治療法の組み合わせ方は、画像や組織学的検査により再発リスク

を評価し決定します。がん薬物療法は、最近では分子標的薬が主流となり、組織学的検査によりが

んのタイプを判定し、使用薬を決定するようになりました。乳がんのタイプは、がん細胞のホルモンレ

セプターとハーツー発現の有無により 4 つに分類され、タイプ別に使用薬物が異なります。早期乳が

んであっても、0 期以外のほぼ全例で再発予防のがん薬物治療が行われます。 

消化器がんは、消化器内科の先生方が診断、内視鏡的切除、進行再発がん治療を行って頂ける

ようになりましたが、乳がんは診断から治療の全てを依然として外科医が行っております。乳がんの

新患対応やがん薬物治療では一人当たりの診察時間が長くなりやすいのですが、罹患者の増加と

進行再発がんの長期生存により、全国的に乳腺外来が逼迫しております。増加する診断・治療に対

応できるように、国は DPC 病院の病院係数に上乗せする形でがんの病診連携を推し進めています。

新潟県内のほとんどの乳腺外来では既に連携が行われておりますが、当院も行うこととなりました。 

連携法は、ホルモンレセプター陽性タイプに推奨される 5 から 10 年の内服内分泌療法薬の継続

をかかりつけの先生に依頼する形となります。このタイプは乳がん全体の約 8 割を占めることから、連

携により乳腺外来の負担がかなり軽減されます。紹介は、内服内分泌薬以外の治療が終了した後と

なりますので、治療開始後数か月から数年後の紹介となります。当院が行っていなかったため柏崎

市の連携病院は少なかったのですが、当院の病診連携室よりお願いし、御理解を頂く病院も増えつ

つあります。 
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乳がん罹患年齢は 40 から 60 歳台が多く、70 歳以上の高齢者が多い胃がんや大腸がんとは発症

年齢層が異なります。フットワークの良い方が多く、新潟市や長岡市に治療に行

かれる方も少なくありません。柏崎の連携病院が増加すれば、市外で治療された

患者さんも遠方まで薬を取りに行かなくてもよくなります。市民に、より負担の少な

い医療が提供できるように、乳がん病診連携にご協力をお願いしたいと思いま

す。 

 

 

令和 7 年度メディコラ学習会 乳がん患者を地域で支えよう 

          ～乳がん治療の現状と乳がん連携パスの取り組み～ 

 

 10 月 8 日 のメディコラ学 習 会 は、今 年 の 6 月 から取 り組 みを開 始 した乳 がん地 域 連 携 パス

をテーマに開 催 しました。院 外 からの参 加 者 は 18 名 でケアマネージャー、社 会 福 祉 士 、保 健

師 、看 護 師 、ヘルパーなど多 職 種 の方 より参 加 していただき、院 内 も含 めると 56 名 の参 加 で

した。また、当 日 参 加 されなかった方 にも視 聴 していただけるよう、１か月 間 YouTube 配 信 と

いう新 しい試 みも行 いました。植 木 副 院 長 の「乳 がん治 療 の現 状 について」の講 義 と牧 口 社

会 福 祉 士 の「乳 がん連 携 パスとは？」の講 義 の後 にグループワークを行 い、そこでは地 域 の

医 療 ・介 護 職 の方 々と医 師 を含 めた病 院 職 員 が意 見 交 換 を行 いました。参 加 者 の方 からは

『大 変 勉 強 になった』『様 々な職 種 の方 と話 ができ関 係 づくりの機 会 となった』『連 携 パス利 用

者 の対 応 時 に活 かしていきたい』『ノートがきちんと書 かれているかチェックしたい』『情 報 共 有

のツールとして活 用 していきたい』等 、それぞれの立 場 でできる支 援 について意 見 をいただき

ました。残 念 ながら開 業 医 に勤 務 されている方 からの参 加 は少 数 でした。患 者 さんは月 1 回

通 い慣 れたかかりつけ医 へ、年 1 回 は当 院 に受 診 しダブル主 治 医 という考 え方 で治 療 を継

続 していくことができます。今 後 も乳 がん連 携 パスの定 着 に向 けて、より多 くの開 業 医 の先 生

方 との連 携 が望 まれるところです。今 後 とも引 き続 き、ご協 力 をお願 いしたいと思 います。 

地域連携支援部チーフマネージャー                                    

山田  明子 

  

 

 

 

 

 

 

 

副院長 植木匡 
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整形外科 

茂泉 和磨 

 

整形外科 

本多 凜太郎 

出 身 地 ： 

趣味 ･特技： 

好きな食べ物： 

仙台市 

自転車、旅行 

納豆巻き、なめこ汁 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

好きな食べ物：

新潟市 

野球 

中華料理 

    

柏崎医療圏の整形外科医療に少しでも多く貢

献できるよう、全力で診療します。よろしく

お願いします。 

不慣れな点も多く、ご迷惑をおかけするかと

は思いますが、精一杯頑張りますのでどうぞ

よろしくお願い致します。 

 

 

心臓血管外科外来診察終了のお知らせ                 

 

このたび、諸般の事情により、当院の心臓血管外科外来は令和 8 年 3 月をもちまして終

了することといたしました。 

現在通院中の患者様には、病態に応じて、当院循環器内科への紹介、あるいは緊急対応

が可能な医療機関へ紹介させていただいております。 

これに伴いまして、心臓血管外科外来の新患受入は令和 7 年 7 月より終了とさせていた

だいております。ご不便をお掛けいたしますが、ご理解、ご了承のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療科 令和 7 年 10 月 1 日から 令和 7 年 9 月 30 日まで 

整形外科 茂泉 和磨（もいずみ かずま） 医師 樋口 賢太郎 医師 

整形外科 本多 凜太郎（ほんだ りんたろう）医師 桑野 魁人  医師 

医師交代のご案内                 令和7年10月１日～ 

 

新潟県厚生農業協同組合連合会 

柏崎総合医療センター 

〒945-8535 柏崎市北半田 2-11-3 

代 表 TEL：（0257）23-2165 

代 表 FAX：（0257）22-0834 

：(0257）21-5520 

病診連携室 
受診申込 FAX 受付時間 

平日 8：30～16：30 

 

編集後記  
  

朝晩の寒さが肌にしみる季節になりまし

た。あちこちから紅葉の便りが聞こえてき

ます。紅葉の名所・松雲山荘も 11 月 6 日 

からライトアップが始まりました。 

早いもので今年も残すところであと 2 か

月です。これからも利用しやすい連携室を

目指して参りますので、よろしくお願いい

たします。 
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